
展
示
作
品
・
資
料

二
階
展
示
室│

01 

大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
四
十
七

 

十
一
面
観
音
菩
薩（
高
麗
時
代
・
十
四
世
紀
末
）　
部
分
模
写

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

二
〇 ×

 

ヨ
コ 

二
〇 

㎝

紫
紙
（
美
濃
紙
、
紫
根
、
刷
毛
染
）

金
泥
（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈

「
大
方
広
仏
華
厳
経
」（
だ
い
ほ
う
こ
う
ぶ
つ
け
ご
ん
き
ょ
う
）は
華
厳
経
の
正
式
名
称

で
、す
べ
て
の
も
の
が
毘
慮
遮
那
仏（
び
る
し
ゃ
な
ぶ
つ
）か
ら
あ
ら
わ
れ
た
と
す
る
大

乗
仏
教
経
典
の
ひ
と
つ
。

【
紫
根（
し
こ
ん
）】　
多
年
草「
ム
ラ
サ
キ
」の
根
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
、古
く
か
ら
染
料
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。

【
金
泥・銀
泥（
き
ん
で
い・ぎ
ん
で
い
）と
は
、純
粋
に
限
り
な
く
近
い
金・銀
を
粉
末
状
に
し
て
膠

水
で
溶
か
し
た
絵
具
の
こ
と
。ほ
か
に
プ
ラ
チ
ナ
を
用
い
た
白
金
泥
な
ど
も
あ
る
。│

02 

月
天
像（
一
八
四
八
年
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
資
料
館
蔵
）　
模
写

03 

日
天
像（
一
八
四
八
年
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
資
料
館
蔵
）　
模
写

い
ず
れ
も 

二
〇
一
三
年　
／　

タ
テ 

九
六・七 ×

 

ヨ
コ 

三
七・八 

㎝

美
濃
紙
、墨 │

04 

竹
林
寺 

世
尊
掛
仏
幀
（
朝
鮮
時
代
・
一
六
二
二
年
）　
復
元
模
写

二
〇
一
七
年　
／　

タ
テ 

九
八・二 ×

 

ヨ
コ 

五
四 

㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈

藍﹇
紺
九
﹈、天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
、辰
砂
な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、膠
、胡
粉
、代
赭
、黄
土
、鬱
金
、

墨
、臙
脂
綿
、鉛
白
、な
ど

全
羅
南
道・羅
州
市
に
あ
る
縦 

五
一
四×

横 

二
七
五
㎝
に
お
よ
ぶ
掛
仏（
法
会
を
お
こ

な
う
た
め
屋
外
に
掛
け
て
用
い
る
仏
画
）を
お
よ
そ
二
五
％
ほ
ど
に
縮
小
し
た
復
元
模

写
。竹
林
寺
掛
仏
は
、韓
国
に
現
存
す
る
七
〇
数
点
の
掛
仏
の
中
で
最
も
古
い
掛
仏
。

【
臙
脂
綿（
え
ん
じ
わ
た
）】　
イ
ン
ド
、ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
ア
ジ
ア
の
南
方
地
方
に
生
息
す
る
ラ
ッ

ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
分
泌
物
よ
り
抽
出
し
た
色
素
を
顔
料
化
し
て
綿
に
染
み
込
ま
せ
た
も
の

で
、生
臙
脂（
き
え
ん
じ
）と
も
い
う
。日
本
に
は
奈
良
時
代
頃
か
ら
輸
入
さ
れ
、昭
和
初
期
に
は

友
禅
染
や
紅
型（
び
ん
が
た
）染
に
も
用
い
ら
れ
た
。綿
は
円
盤
状
に
加
工
さ
れ
て
い
る
が
こ
れ

は
輸
送
に
適
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。古
来
の
製
造
法
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、貴
重
な
色
料
。

【
代
赭（
た
い
し
ゃ
）】　
赤
茶
色
系
の
顔
料
。古
く
は
天
然
鉱
物
の
赤
鉄
鉱（
ヘ
マ
タ
イ
ト
）を
砕
い

て
つ
く
っ
て
い
た
。弁
柄（
べ
ん
が
ら
）と
同
義
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

【
辰
砂（
し
ん
し
ゃ
）】　
赤
色
系
顔
料
。朱
沙
、朱
砂
、丹
砂
、丹
朱
と
も
い
う
。古
く
は
天
然
に
産

出
す
る
純
度
の
高
い
辰
砂
鉱
を
砕
い
て
つ
く
っ
て
い
た
が
、現
在
で
は
主
に
人
工
的
に
結
晶
化
し

た
硫
化
水
銀
を
粉
砕
し
て
顔
料
に
し
て
い
る
。粒
子
が
細
か
い
と
黄
味
を
帯
び
、粗
い
と
深
紅
色

に
な
る
。成
分
は
朱
と
同
じ
で
あ
る
が
辰
砂
は
岩
石
を
粉
砕
し
て
つ
く
る
た
め
粒
子
が
あ
り
、色

味
に
違
い
が
あ
る
。使
用
す
る
と
き
は
皿
に
焼
き
付
け
て
か
ら
溶
き
下
ろ
す
。

│
13 

（
右
） 

普
賢
菩
薩

 

（
中
） 

弥
勒
菩
薩

 

（
左
） 

弥
伽
長
者

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

四
四・五 ×

 

ヨ
コ 

三
九 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、漬
け
染
）、紫
根
刷
毛
染

弥
伽
長
者
は
純
金
泥
特
製﹇
堀
金
﹈、弥
勒
菩
薩
は
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、普
賢
菩
薩
は
白
金
泥﹇
堀
金
﹈

│
14 

（
右
） 

普
賢
菩
薩
善
知
識

 

（
左
） 

文
殊
師
利
童
子
善
知
識

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

四
四・五 ×

 

ヨ
コ 

三
九 

㎝ 

（
右
）紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、刷
毛
染
）

金
泥（
紫
磨
純
金
泥
）﹇
堀
金
﹈

（
左
）美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、紫
根
、蘇
芳
、刷
毛
染　
金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈

【
蘇
芳（
す
お
う
）】　
赤
紫
色
系
染
料
。マ
メ
科
の
小
高
木
で
、木
芯
部
分
か
ら
染
料
成
分
と
な
る

ブ
ラ
ジ
レ
イ
ン
を
採
り
、媒
染
に
灰
汁
や
ミ
ョ
ウ
バ
ン
な
ど
を
用
い
る
。絹
や
麻
布
、和
紙
、木
製
品

な
ど
の
染
色
に
使
用
さ
れ
る
。染
液
に
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
加
え
る
と
赤
く
発
色
す
る
。│

15 

（
左
か
ら
） 

善
財
童
子
上
根
人
　
普
賢
菩
薩
　
文
殊
菩
薩
　
弥
勒
菩

薩
　
摩
耶
仏
母
　
観
自
在
菩
薩
　
自
在
主
童
子
　
毘
盧

舎
那
大
自
在
天
王

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

五
〇・五 ×

 

ヨ
コ 

六
七 

㎝ 

美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈

毘
盧
舎
那
大
自
在
天
王
は
紫
磨
純
金
泥﹇
堀
金
﹈、善
財
童
子
、文
殊
菩
薩
、白
金
泥
特
製﹇
堀

金
﹈、他
は
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈

三
階
展
示
室│

16   （
右
） 

摩
耶
仏
母

 

（
左
） 

観
自
在
菩
薩

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

五
九 ×

 

ヨ
コ 

三
四・八 

㎝ 

美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、紫
根
、刷
毛
染　
（
紺
紙
の
み
漬
け
染
）

観
自
在
菩
薩
は
紫
磨
純
金﹇
堀
金
﹈、摩
耶
仏
母
は
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈│

17 

梵
網
經
菩
薩
戒
經
法
合
部（
高
麗
時
代
・
十
四
世
紀
末
）　
模
写

二
〇
一一
年　
／　

タ
テ 

一
七・三 ×

 

ヨ
コ 

三
九・四 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙
、藍
華﹇
紺
九
﹈、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

18 

妙
法
蓮
華
経
巻
第
七（
高
麗
時
代
・
一
三
八
五
年
）　
模
写

二
〇
一一
年　
／　

タ
テ 

一
二・九 ×

 

ヨ
コ 

三
六・四 

㎝

韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈

【
鉛
白（
え
ん
ぱ
く
）】　
鉛
か
ら
生
成
さ
れ
る
白
色
顔
料
。│

05 

美
黄
寺 

掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・
一
七
二
七
年
）　
龍
王
　
部
分
模
写

二
〇
一
九
年　
／　 

三
一・五 ×

 

二
三・五 

㎝

韓
国
の
手
織
絹

黄
金
箔
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈

藍﹇
紺
九
﹈、天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
、な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、臙
脂
綿
、鉛
白
、な
ど│

06 

修
道
寺 

盧
遮
那
仏
掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・
一
七
〇
四
年
）　

模
写

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

六
〇 ×

 

ヨ
コ 

四
八 

㎝

韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈、白
金
泥
特
製﹇
堀
金
﹈

天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
、辰
砂
な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、膠
、胡
粉
、代
赭
、黄
土
、臙
脂
綿
、鉛
白
、

な
ど│

07 

美
黄
寺 

掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・
一
七
二
七
年
）　
龍
女
　
部
分
模
写

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

三
二・三 ×

 

ヨ
コ 

二
三・五 

㎝

韓
国
の
手
織
絹

黄
金
箔
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈

藍﹇
紺
九
﹈、天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
、な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、臙
脂
綿
、鉛
白
な
ど│

 

釈
迦
三
尊
図（
朝
鮮
時
代
・
一
七
二
四
年
・
松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
蔵（
韓
国
））

08 

文
殊
菩
薩
部
分
　
復
元
模
写

09 

釈
迦
如
来
部
分
　
復
元
模
写

10 

普
賢
菩
薩
部
分
　
復
元
模
写

い
ず
れ
も 

二
〇
一一
年　
／　

タ
テ 

一
四
四・五 ×

 

ヨ
コ 

四
二 

㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈

天
然
岩
絵
具
、緑
青
、白
緑
、白
群
、胡
粉
、膠
、墨
、藍
、臙
脂
綿
な
ど│

11 

大
方
広
仏
華
厳
経 

貞
元
本
巻
三
十
四
変
相
図（
高
麗
時
代
一
三
三
七
年
）

復
元
模
写

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

三
三・四 ×

 

ヨ
コ 

七
〇 

㎝ 

紺
紙（
美
濃
紙
、藍﹇
紺
九
﹈、漬
け
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈、白
金
泥
特
製﹇
堀
金
﹈

経
典
の
見
返
し
や
本
文
に
描
か
れ
、そ
の
内
容
を
絵
解
き
す
る
絵
画
で
あ
る｢

経
絵｣

の
う
ち
、特
に
経
巻
の
巻
頭
に
描
か
れ
た
も
の
を｢

見
返
絵（
み
か
え
し
え
）｣

と
言
う
。

釈
迦
の
死
後
そ
の
弟
子
が
仏
法
を
広
く
伝
播
す
る
た
め
に
釈
迦
の
教
え
を
書
き
写
し

た
写
経
は
イ
ン
ド
で
最
初
に
つ
く
ら
れ
、以
後
、仏
教
が
広
ま
っ
た
あ
ら
ゆ
る
地
域
で

行
な
わ
れ
、中
国
を
経
て
韓
国
、日
本
に
も
伝
え
ら
れ
た
。仏
教
の
教
え
を
広
め
て
い

く
上
で
、写
経
の
持
つ
意
義
は
大
き
か
っ
た
が
、写
経
を
行
う
こ
と
自
体
が
、あ
た
か
も

伽
藍
や
仏
像
を
飾
る
よ
う
に
、荘
厳
供
養
す
る
信
仰
の
活
動
で
あ
る
と
さ
れ
る
側
面

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、墨
書
よ
り
荘
厳
さ
が
増
す
金
泥
や
銀
泥
で
筆
写
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、そ
の
金
色
と
銀
色
を
よ
り
引
き
立
て
て
見
せ
る
た

め
に
、そ
の
基
底
材
に
白
紙
よ
り
高
価
な
紺
紙（
お
も
に
藍
）、紫
紙（
お
も
に
紫
根
な

ど
）、褐
紙（
お
も
に
ド
ン
グ
リ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
）と
い
っ
た
の
染
色
紙
が
使
用
さ
れ
豪

華
版
の
装
飾
経
が
統
一
新
羅
と
高
麗
時
代
を
通
じ
て
流
行
し
た
。本
作
は
藍
の
貯
め

ら
れ
た
甕
の
表
面
に
で
き
る
泡（
藍
華
）を
集
め
た
も
の
で
染
め
ら
れ
た
美
濃
紙
に
金

泥
に
よ
り
描
か
れ
て
い
る
。│

12 

妙
法
蓮
華
経
巻
第
十
一（
高
麗
時
代
・
一
三
四
〇
年
）　
模
写

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

二
一・九 ×

 

ヨ
コ 

五
八・八 

㎝ 

紺
紙（
美
濃
紙
、藍﹇
紺
九
﹈、藍
絵
具
、漬
け
染
）

金
泥（
紫
磨
純
金
泥
、純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
、白
金
泥
特
製
）﹇
堀
金
﹈

│
19 

祈
り二

〇
一
七
年　
／　

タ
テ 

三
〇 ×

 

ヨ
コ 

一
〇 

㎝

紫
紙（
美
濃
紙
、紫
根
、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

20 

祈
り二

〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

三
四 ×

 

ヨ
コ 

一
二 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、漬
け
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

21 

毘
盧
舎
那
大
自
在
天
王

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

三
四 ×

 

ヨ
コ 

一
〇 

㎝

紫
紙（
美
濃
紙
、紫
根
、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

22 

供
養二

〇
一
七
年　
／　

タ
テ 

一
六・五 ×

 

ヨ
コ 

一
二 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、漬
け
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈

　
四
階
展
示
室│

23
　
海
老
図
　
模
写

二
〇
〇
〇
年　
／　

タ
テ 

二
六 ×

 

ヨ
コ 

二
九 

㎝

美
濃
紙

天
然
岩
絵
具（
白
緑
）﹇
放
光
堂
﹈、胡
粉
、代
赭
、膠
、墨
、な
ど│

24 

禽
浴
図（
宋
元
時
代
）　
模
写

二
〇
〇
〇
年　
／　

タ
テ 

二
三・三 ×

 

ヨ
コ 

二
四 

㎝

美
濃
紙

代
赭
、黄
土
、胡
粉
、墨
、膠
な
ど

こ
の
海
老
図
と
禽
浴
図
は
、留
学
し
た
２
０
０
０
年
の
研
究
生
の
時
の
課
題
。初
め

て
取
り
組
ん
だ
模
写
。│

25 

新
羅
白
紙
墨
書
大
方
広
仏
華
厳
経 

変
相
図（
統
一
新
羅
・
七
五
五
〜
七
五

六
年
・
湖
巌
美
術
館
所
蔵（
韓
国
））

二
〇
〇
六
年　
／　
（
右
）タ
テ 

二
二・七 ×

 

ヨ
コ 

一
〇・九 

㎝　
（
左
）タ
テ 

二
四 ×

 

ヨ
コ 

九・三 

㎝（
描
写
部
分
）

韓
紙﹇
張
紙
房
﹈、化
学
染
め

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈

│
26 

紺
紙
銀
泥
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
巻
十
三 

変
相
図（
高
麗
時
代
・
一
二

二
五
年
・
湖
巌
美
術
館
所
蔵（
韓
国
））

二
〇
〇
五
年　
／　

タ
テ 

一
八・七 ×

 

ヨ
コ 

五
一 

㎝ 

紺
紙（
楮
を
藍
で
染
め
て
紙
漉
き
）﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈、銀
泥﹇
東
洋
金
箔
﹈│

27 

紺
紙
銀
泥
大
方
広
仏
華
厳
経
周
本
巻
三
十
七 

変
相
図（
高
麗
時
代
・

一
四
世
紀
・
湖
林
美
術
館
所
蔵（
韓
国
））　
模
写

二
〇
〇
五
年　
／　

タ
テ 

一
七・五 ×

 

ヨ
コ 

四
〇 

㎝

紺
紙（
楮
を
藍
で
染
め
て
紙
漉
き
）﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈│

28 

白
紙
墨
書
妙
法
蓮
華
経
巻
三 

変
相
図（
朝
鮮
時
代
・
一
七
四
一
年
）   

模
写

二
〇
〇
六
年　
／　

タ
テ 

四
一・一 ×

 

ヨ
コ 

六
五・三 

㎝

縦
手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈＊
藍
紙
は
藍﹇
紺
九
﹈で
染
め
た﹇
池
加
津
夫
氏
﹈に
よ
る
手
漉
き
紙
を

漉
き
返
し
。砂
子
は
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）

【
楮（
こ
う
ぞ
）】　
ク
ワ
科
の
植
物
で
、古
来
か
ら
和
紙
の
原
料
と
さ
れ
て
き
た
。本
作
で
使
用
さ

れ
て
い
る
紙
は
原
料
の
楮
を
藍
で
染
め
た
あ
と
、漉
い
て
制
作
さ
れ
て
お
り
、古
来
の
紙
の
修
復

を
数
多
く
手
が
け
る
池
加
津
夫
氏（
高
知
在
住
）に
よ
る
。

【
砂
子（
す
な
ご
）】　
砂
子
筒（
す
な
ご
づ
つ・
竹
筒
の
片
側
に
金
網
を
張
っ
た
も
の
）を
通
し
て
細

か
く
し
た
箔
の
こ
と
。ま
た
は
そ
れ
を
画
面
に
蒔
く
表
現
技
法
、お
よ
び
表
現
し
た
も
の
。礬
水

（
ど
う
さ・膠
と
水
と
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
ま
ぜ
た
液
）を
引
い
た
画
面
に
蒔
き
、定
着
さ
せ
て
い
る
。

│
29 

僧（
ニ
ュ
デ
ー
リ
ー
博
物
館
所
蔵
・
ト
ル
パ
ァ
ン
・
ト
ユ
タ
壁
画
八
世
紀
）　
模
写

二
〇
〇
三
年　
／　

タ
テ 

三
二 ×

 

ヨ
コ 

二
三 

㎝ 

美
濃
紙

代
赭
、黄
土
、胡
粉
、墨
、膠
、な
ど

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
あ
る
古
来
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
沿
う
東
西
交
通
の
要
地・ト
ル

パ
ァ
ン
に
あ
る
障
壁
画
の
模
写
。胡
粉
を
使
っ
て
下
色
を
つ
く
っ
て
い
る
。│

30 

平
治
物
語
絵
巻 

六
波
羅
行
幸
巻（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）　

部
分
模
写

二
〇
〇
一
年　
／　

タ
テ 

四
一 ×

 

ヨ
コ 

一
六
六 

㎝

美
濃
紙

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈

天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
）﹇
放
光
堂
﹈、代
赭
、黄
土
、胡
粉
、墨
、膠
、鎌
倉
朱
、丹
、な
ど

研
究
生
で
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
。『
平
治
物
語
』は
、保
元
の
乱（
一
一
五

六
年
）に
戦
功
の
あ
っ
た
源
義
朝
と
平
清
盛
と
の
勢
力
争
い
に
、藤
原
信
頼
と
藤
原

通
憲（
信
西
）と
の
抗
争
が
か
ら
ん
だ
平
治
の
乱（
一
一
五
九
年
）を
叙
述
す
る
。「
六
波

羅
行
幸
巻
」は
、内
裏
に
幽
閉
さ
れ
た
二
条
天
皇
が
脱
出
を
図
り
、清
盛
の
六
波
羅

邸
に
逃
れ
る
場
面
。天
皇
と
中
宮
が
乗
る
牛
車
の
簾
を
は
ね
上
げ
て
中
を
あ
ら
た

め
る
武
士
た
ち（
第
１
段
）、美
福
門
院
の
御
幸（
第
２
段
）、馳
せ
参
じ
る
公
家
衆（
第

３
段
）、事
態
を
知
っ
て
狼
狽
す
る
信
頼（
第
４
段
）を
描
く
。人
物
の
集
団
の
大
小
・

疎
密
、そ
の
配
置
の
仕
方
な
ど
動
き
の
あ
る
群
像
表
現
、き
び
き
び
し
た
描
線
と
美

し
い
色
彩
に
よ
っ
て
、動
乱
の
緊
迫
し
た
状
況
を
み
ご
と
に
描
き
綴
っ
て
い
る
。

│
31 

大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
九（
高
麗
時
代
・
一
三
四
一
〜
六
七
年
）　
模
写

二
〇
一
三
年　
／　

タ
テ 

二
〇 ×

 

ヨ
コ 

四
二・五 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙
、藍
絵
具﹇
紺
九
﹈、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈

背
景
の
薄
い
蒼
は
、薄
め
た
藍
を
張
紙
房（
韓
紙
）に
刷
毛
で
三
度
ほ
ど
塗
っ
た
も
の

で
、絵
が
描
か
れ
て
い
る
紙
は
同
じ
藍
を
美
濃
紙
に
何
十
回
も
塗
り
重
ね
た
も
の
。

│
32 

妙
法
蓮
華
経
巻
第
二（
高
麗
時
代
・
一
四
世
紀
末
）　
模
写

二
〇
一
三
年　
／　

タ
テ 

二
〇・三 ×

 

ヨ
コ 

三
九・五 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙
、青
花﹇
紺
九
﹈、藍
絵
具﹇
紺
九
﹈、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）│

33 

妙
法
連
華
経
第
一（
高
麗
時
代
・
一
四
世
紀
末
）　
模
写

二
〇
一
七
年　
／　

タ
テ 

三
四 ×

 

ヨ
コ 

六
一 

㎝

褐
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、ク
ヌ
ギ・ド
ン
グ
リ
、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

34 

大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
九（
高
麗
時
代
・
一
三
四
一
〜
六
七
年
）　

部
分
模
写

二
〇
一
三
年　
／　

タ
テ 

一
五・五 ×

 

ヨ
コ 

一
二 

㎝

紫
紙（
美
濃
紙
、紫
根
、刷
毛
染
）、金
箔﹇
堀
金
﹈、プ
ラ
チ
ナ﹇
堀
金
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈│

35 

文
殊
菩
薩

二
〇
一
八
年　
／　

タ
テ 

二
五・七 ×

 

ヨ
コ 

一
八・三 

㎝

紫
紙（﹇
池
加
津
夫
氏
﹈に
よ
る
手
漉
き
紙
、蘇
芳
、刷
毛
染
）

沙
子﹇
堀
金
﹈│

36 

善
財
童
子
上
根
人

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

三
四 ×

 

ヨ
コ 

一
二 

㎝ 

紫
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、蘇
芳
、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

37 

供
養
祈
り

二
〇
一
七
年　
／　

タ
テ 

二
二・七 ×

 

ヨ
コ 

一
五・八 

㎝ 

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、漬
け
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

38 

祈
り二

〇
一
七
年　
／　

タ
テ 

二
二・七 ×

 

ヨ
コ 

一
五・八 

㎝

紺
紙（
藍﹇
紺
九
﹈で
染
め
た﹇
池
加
津
夫
氏
﹈に
よ
る
手
漉
き
紙
を
漉
き
返
し
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈│

39 

牡
丹二

〇
一
六
年　
／　

タ
テ 

一
八・三 ×

 

ヨ
コ 

二
五・八 

㎝

韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈

天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
）﹇
放
光
堂
﹈、臙
脂
綿│

40 

牡
丹二

〇
一
八
年　
／　

タ
テ 

三
六 ×

 

ヨ
コ 

五
一・三 

㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

天
然
岩
絵
具（
白
緑
、緑
青
）﹇
放
光
堂
﹈、藍
絵
具﹇
紺
九
﹈、臙
脂
綿
、膠
、胡
粉
、墨
、な
ど

│
41 

芙
蓉二

〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

二
四・五 ×

 

ヨ
コ 

二
五・五 

㎝

韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
）﹇
放
光
堂
﹈、藍
絵
具﹇
紺
九
﹈、臙
脂
綿
、胡
粉
、墨
、な
ど│

42 

杏
の
花

二
〇
一
九
年 　
／　

タ
テ 

二
〇・八 ×
 

ヨ
コ 

二
〇 

㎝ 

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

天
然
岩
絵
具（
白
群
、辰
砂
、な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、膠
、胡
粉
、代
赭
、黄
土
、砂
子
な
ど

展
覧
会
に
つ
い
て

二
〇
〇
〇
年
か
ら
今
日
ま
で
�
生
ま
れ
育
�
た
国
の
文
化
財
で
あ
る
韓
国

高
麗
時
代
か
ら
朝
鮮
時
代
に
至
る
仏
教
絵
画
の
材
料
や
技
法
に
興
味
関
心

を
持
ち
�
そ
の
技
を
読
み
解
く
模
写
に
こ
だ
わ
り
制
作
を
続
け
て
い
ま
す
�

留
学
で
来
日
し
た
当
初
�
隣
国
で
あ
り
な
が
ら
韓
国
の
文
化
と
日
本
の
文

化
の
違
い
に
翻
弄
さ
れ
�
故
郷
の
生
活
を
懐
か
し
む
毎
日
で
し
た
�

し
か
し
�
生
活
に
慣
れ
る
に
し
た
が
い
�
太
古
か
ら
の
韓
国
と
日
本
の
結
び

つ
き
に
つ
い
て
�
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
�
日
本
の
文
化
と

縁
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
�
て
�
祖
国
の
文
化
を
よ
り
深
く
見
つ
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
�

今
�
日
本
で
学
ん
だ
修
復
の
技
能
と
文
化
財
に
対
す
る
思
い
を
�
韓
国
の
若

者
達
に
伝
え
る
と
と
も
に
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
�

今
回
の
展
覧
会
で
は
�
私
が
こ
れ
ま
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
結
ん
で
き
た

韓
国
と
日
本
の
文
化
の
足
跡
と
し
て
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
�

朴　

善
化　
　

略
歴

朴 
善
化 PARK  SU

N
H
W
A

| 

略
歴
・
研
究
業
績 | 

二
〇
〇
〇 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

研
究
留
学
生（
日
本
画
・
模
写
）入
学

二
〇
〇
二 

同
大
学 

研
究
留
学
生（
日
本
画
・
模
写
）修
了

二
〇
〇
三 

京
都
市
立
芸
術
大
学 
美
術
研
究
科
修
士
課
程
保
存
修
復
専
攻 

入
学

二
〇
〇
五 

同
大
学 

美
術
研
究
科
修
士
課
程
保
存
修
復
専
攻 

修
了

二
〇
〇
五 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

美
術
研
究
科
博
士（
後
期
）課
程
美
術
専
攻（
保
存
修
復
）領
域 

入
学

二
〇
〇
九 

同
大
学 

美
術
研
究
科
博
士（
後
期
）課
程
美
術
専
攻（
保
存
修
復
）領
域 

修
了 

博
士
号
取
得

| 

展
覧
会 | 

二
〇
一
九 

個
展「
廻
・
め
ぐ
る
　
朴
善
化
」（
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

─ 

京
都
）　

二
〇
一
八 

個
展「
想
い
　
朴
善
化
」（G

allery PARC 

─ 
京
都
）

二
〇
一
七 

ART FAIR SAPPO
RO
 （CRO

SS H
O
TEL SAPPO

RO
 

─ 

札
幌
）

　  -

　 

時
・
시
간   

朴
善
化 

展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ラ
ー
ジ
ュ 
─ 
京
都
）

二
〇
一
六 

同
時
代･

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
─
開
廊
二
〇
周
年
記
念 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

）

　  -

　 

風･

바
람 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

二
〇
一
五 

紡
ぐ （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

　  -

　 

神
戸
ア
ー
ト
マ
ル
シ
ェ･2016 （
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル 

─ 

神
戸
）

　  -

　 
ART BU

SAN
･2016 （ART BU

SAN
 

─ 

韓
国
）

二
〇
一
四 

個
展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ラ
ー
ジ
ュ
）　

二
〇
一
三 

ARTSH
O
W

釜
山･2014

年 （ARTSH
O
W

釜
山 

─ 

韓
国
）

　  -

　 

継
・
전
승 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

二
〇
一
二 

藍
の
会 

展 （
津
田
画
廊 

─ 

京
都
）

二
〇
一
一 

記
憶
　
朴 

善
化 

展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

二
〇
〇
九 

企
画
展 〔
も
の
〕〔
こ
と
〕〔
わ
ざ
〕の
眞 / 

또
다
른 

眞 

模
写
作
品
展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

　  -

　 

招
待
展 

또
다
른 / 

眞 

模
写
作
品
展 （
韓
国
ソ
ウ
ル
佛
教
中
央
博
物
館 

─ 

韓
国
）

　  -

　 

招
待
展 

또
다
른 / 

眞 

模
写
作
品
展 （
韓
国
通
度
寺
博
物
館 

─ 

韓
国
）

二
〇
〇
二 

ア
ル
ン
展 （
京
都
市
立
美
術
館 

─ 

京
都
）

| 

受
賞
歴 | 

二
〇
〇
五 

京
都
市
立
芸
術
大
学
制
作
展（
同
窓
会
賞
）

　  

　 

　『
楊
柳
観
音
図
』「
水
月
観
音
図
」（
大
和
文
華
館
所
蔵
）模
写

二
〇
〇
四 

京
都
市
立
芸
術
大
学
制
作
展（
奨
励
賞
）

　  

　 

　『
五
色
鸚
鵡
図
巻
』（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
）模
写

| 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン | 

二
〇
一
九 

堀
金
箔
粉
株
式
会
社
／
大
方
広
仏
華
厳
経
第
四
〇 

復
元
模
写

二
〇
一
八 

株
式
会
社
グ
ラ
ン
マ
ー
ブ
ル
　『
大
方
廣
佛
華
厳
経
　
世
主
妙
厳
品
　
五
三
善
知
識 

』 ・ 『
世

主
妙
厳
品 

変
相
図
　
模
写 

』 ・ 『
妙
法
連
華
経
巻
第
一
　
部
分
模
写 

』 

　  -

　 

京
都
王
藝
際
美
術
館
／
文
殊
菩
薩･

普
賢
菩
薩

二
〇
一
七 

順
天
市 

松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
　『
松
廣
寺 

十
六
祖
師
眞
影
』模
写

二
〇
一
三 

向
日
市 

向
日
神
社
　『
雲
龍
図
』

二
〇
〇
九 

韓
国
ソ
ウ
ル 

佛
教
中
央
博
物
館 『
紺
紙
銀
泥
不
空
羂
索
神
変
真
言
経 

巻
十
三
変
相
図
』模
写

二
〇
〇
八 

韓
国 

廣
徳
寺
　『
白
紙
墨
書
妙
法
蓮
華
経
　
巻
三
変
相
図
』模
写

二
〇
〇
五 

株
式
会
社
・
京
都
銀
行
　『
紺
紙
銀
泥
大
方
広
仏
華
厳
経
貞
元
本
巻
三
十
四
変
相
図
』模
写

結
ぶ

　

朴 

善
化
︵
ぱ
く
・
そ
な
︶
は
�
二
〇
〇
〇
年
に
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
研

究
科
修
士
課
程
研
究
留
学
生
と
し
て
来
日
�
二
〇
〇
五
年
同
美
術
研
究
科

修
士
課
程
保
存
修
復
専
攻
修
了
�
二
〇
〇
九
年
同
博
士
課
程
美
術
専
攻
︵
保

存
修
復
︶
領
域
修
了
�
以
後
も
お
も
に
日
本
・
韓
国
で
仏
教
絵
画
の
制
作
・

保
存
修
復
に
携
わ
�
て
い
ま
す
�

　

仏
教
の
教
義
や
思
想
・
世
界
観
を
物
語
る
�
あ
る
い
は
信
仰
の
場
に
お

い
て
人
々
が
祈
り
や
想
い
を
捧
げ
る
対
象
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
仏
教
絵

画
は
�
貴
重
な
素
材
や
高
い
技
術
が
用
い
ら
れ
て
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
�
し

か
し
膠
を
は
じ
め
�
顔
料
や
紙
や
布
な
ど
の
自
然
由
来
の
材
料
の
多
く
は
�

そ
の
物
質
的
な
性
質
か
ら
経
年
変
化
す
る
も
の
で
も
あ
り
�
仏
教
絵
画
は
�

そ
こ
に
託
さ
れ
た
祈
り
や
想
い
を
永
く
未
来
に
伝
え
・
残
す
た
め
�
表
現

す
る
技
術
の
み
な
ら
ず
�
保
存
・
修
復
の
技
術
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た

と
も
い
え
ま
す
�
つ
ま
り
�
永
い
歴
史
の
中
で
表
現
と
し
て
深
め
ら
れ
た
仏

教
絵
画
は
�
同
時
に
高
め
ら
れ
て
き
た
保
存
・
修
復
の
技
術
に
よ
�
て
現

在
に
ま
で
そ
の
姿
を
と
ど
め
�
今
と
往
時
の
人
々
の
想
い
を
結
ぶ
役
割
を

も
果
た
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
�

　

朴 

善
化
は
お
よ
そ
二
〇
年
前
に
日
本
を
訪
れ
て
以
降
�
韓
国
高
麗
時
代

か
ら
朝
鮮
時
代
に
至
る
仏
教
絵
画
の
模
写
に
取
り
組
む
な
か
で
�
描
画
技

法
の
研
究
だ
け
で
は
な
く
�
和
紙
や
藍
な
ど
の
素
材
�
保
存
・
修
復
の
技
術

や
社
会
で
果
た
す
役
割
な
ど
に
つ
い
て
熱
意
を
持
�
て
研
究
し
て
き
ま
し

た
�
朴
は
�
か
つ
て
描
か
れ
た
線
を
筆
で
辿
り
�
往
時
の
材
料
や
技
術
を
知

る
な
か
で
�
描
い
た
人
や
そ
の
表
現
だ
け
で
は
な
く
�
絵
や
素
材
に
託
さ
れ

た
多
く
の
人
の
想
い
を
受
け
取
り
�
共
有
し
よ
う
と
し
て
い
る
自
分
に
気

付
く
よ
う
に
な
�
た
と
言
い
ま
す
�
朴
に
と
�
て
模
写
や
制
作
に
取
り
組

む
時
間
は
�
作
品
だ
け
で
な
く
�
自
身
を
も
深
く
見
つ
め
る
た
め
の
﹁
想
い
﹂

の
時
間
で
も
あ
る
と
も
い
え
�
そ
の
思
い
は
�
二
〇
一
八
年
の
ギ
�
ラ

リ
�
・
パ
ル
ク
で
の
個
展
﹃
想
い
﹄
を
は
じ
め
�
こ
れ
ま
で
に
幾
度
と
な
く

作
品
に
託
さ
れ
て
私
た
ち
に
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
�

　

ギ
�
ラ
リ
�
・
パ
ル
ク
で
は
２
年
ぶ
り
と
な
る
本
展
﹃
結
ぶ
﹄
は
�
そ
の

想
い
を
さ
ら
に
深
め
�
伝
え
る
た
め
の
機
会
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
�
来

日
か
ら
二
〇
年
目
を
数
え
�
今
も
日
本
・
韓
国
を
往
き
来
し
な
が
ら
仏
教

絵
画
の
模
写
・
研
究
に
取
り
組
む
朴
は
�
自
身
の
体
験
と
し
て
両
国
の
文

化
的
な
結
び
つ
き
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
�
た
と
い
い
ま
す
�
ま
た
�

現
在
�
自
身
が
学
ん
だ
修
復
の
技
術
や
思
い
を
�
韓
国
の
若
者
へ
と
伝
え
る

こ
と
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
朴
は
�
そ
こ
に
国
だ
け
で
な
く
�
人
の
縁
や

結
び
の
連
な
り
を
も
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
�
う
か
�

　

本
展
二
階
展
示
室
で
は
︽
美
黄
寺 

掛
仏
幀　

龍
女　

部
分
模
写
︾
な
ど
�

近
年
の
取
り
組
み
の
成
果
を
�
四
階
で
は
二
〇
〇
一
年
の
︽
平
治
物
語
絵
巻 

六
波
羅
行
幸
巻　

部
分
模
写
︾
な
ど
�
お
よ
そ
二
〇
年
前
に
お
よ
ぶ
留
学
以

降
の
取
り
組
み
を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
�
朴
の
取
り
組
ん
で
き
た
仏

教
絵
画
の
模
写
に
よ
る
作
品
お
よ
そ
五
〇
点
あ
ま
り
を
展
示
す
る
本
展
で

は
�
そ
の
試
行
錯
誤
の
変
遷
と
と
も
に
�
日
本
・
韓
国
の
文
化
の
足
跡
を
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
�
う
か
�
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01

04

05

06

07

080910

12

11

13

14 15
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박 선화

Park  Sunhwa  Exhibition

2020年

1月31日［金］

 │　

2月16日［日］

 11時 _ 19時



展
示
作
品
・
資
料

二
階
展
示
室│

01 

大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
四
十
七

 

十
一
面
観
音
菩
薩（
高
麗
時
代
・
十
四
世
紀
末
）　
部
分
模
写

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

二
〇 ×

 

ヨ
コ 

二
〇 

㎝

紫
紙
（
美
濃
紙
、
紫
根
、
刷
毛
染
）

金
泥
（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈

「
大
方
広
仏
華
厳
経
」（
だ
い
ほ
う
こ
う
ぶ
つ
け
ご
ん
き
ょ
う
）は
華
厳
経
の
正
式
名
称

で
、す
べ
て
の
も
の
が
毘
慮
遮
那
仏（
び
る
し
ゃ
な
ぶ
つ
）か
ら
あ
ら
わ
れ
た
と
す
る
大

乗
仏
教
経
典
の
ひ
と
つ
。

【
紫
根（
し
こ
ん
）】　
多
年
草「
ム
ラ
サ
キ
」の
根
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
で
、古
く
か
ら
染
料
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。

【
金
泥・銀
泥（
き
ん
で
い・ぎ
ん
で
い
）と
は
、純
粋
に
限
り
な
く
近
い
金・銀
を
粉
末
状
に
し
て
膠

水
で
溶
か
し
た
絵
具
の
こ
と
。ほ
か
に
プ
ラ
チ
ナ
を
用
い
た
白
金
泥
な
ど
も
あ
る
。│

02 

月
天
像（
一
八
四
八
年
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
資
料
館
蔵
）　
模
写

03 

日
天
像（
一
八
四
八
年
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
資
料
館
蔵
）　
模
写

い
ず
れ
も 

二
〇
一
三
年　
／　

タ
テ 

九
六・七 ×

 

ヨ
コ 

三
七・八 

㎝

美
濃
紙
、墨 │

04 

竹
林
寺 

世
尊
掛
仏
幀
（
朝
鮮
時
代
・
一
六
二
二
年
）　
復
元
模
写

二
〇
一
七
年　
／　

タ
テ 

九
八・二 ×

 

ヨ
コ 

五
四 

㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈

藍﹇
紺
九
﹈、天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
、辰
砂
な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、膠
、胡
粉
、代
赭
、黄
土
、鬱
金
、

墨
、臙
脂
綿
、鉛
白
、な
ど

全
羅
南
道・羅
州
市
に
あ
る
縦 

五
一
四×

横 

二
七
五
㎝
に
お
よ
ぶ
掛
仏（
法
会
を
お
こ

な
う
た
め
屋
外
に
掛
け
て
用
い
る
仏
画
）を
お
よ
そ
二
五
％
ほ
ど
に
縮
小
し
た
復
元
模

写
。竹
林
寺
掛
仏
は
、韓
国
に
現
存
す
る
七
〇
数
点
の
掛
仏
の
中
で
最
も
古
い
掛
仏
。

【
臙
脂
綿（
え
ん
じ
わ
た
）】　
イ
ン
ド
、ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
ア
ジ
ア
の
南
方
地
方
に
生
息
す
る
ラ
ッ

ク
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
分
泌
物
よ
り
抽
出
し
た
色
素
を
顔
料
化
し
て
綿
に
染
み
込
ま
せ
た
も
の

で
、生
臙
脂（
き
え
ん
じ
）と
も
い
う
。日
本
に
は
奈
良
時
代
頃
か
ら
輸
入
さ
れ
、昭
和
初
期
に
は

友
禅
染
や
紅
型（
び
ん
が
た
）染
に
も
用
い
ら
れ
た
。綿
は
円
盤
状
に
加
工
さ
れ
て
い
る
が
こ
れ

は
輸
送
に
適
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。古
来
の
製
造
法
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、貴
重
な
色
料
。

【
代
赭（
た
い
し
ゃ
）】　
赤
茶
色
系
の
顔
料
。古
く
は
天
然
鉱
物
の
赤
鉄
鉱（
ヘ
マ
タ
イ
ト
）を
砕
い

て
つ
く
っ
て
い
た
。弁
柄（
べ
ん
が
ら
）と
同
義
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

【
辰
砂（
し
ん
し
ゃ
）】　
赤
色
系
顔
料
。朱
沙
、朱
砂
、丹
砂
、丹
朱
と
も
い
う
。古
く
は
天
然
に
産

出
す
る
純
度
の
高
い
辰
砂
鉱
を
砕
い
て
つ
く
っ
て
い
た
が
、現
在
で
は
主
に
人
工
的
に
結
晶
化
し

た
硫
化
水
銀
を
粉
砕
し
て
顔
料
に
し
て
い
る
。粒
子
が
細
か
い
と
黄
味
を
帯
び
、粗
い
と
深
紅
色

に
な
る
。成
分
は
朱
と
同
じ
で
あ
る
が
辰
砂
は
岩
石
を
粉
砕
し
て
つ
く
る
た
め
粒
子
が
あ
り
、色

味
に
違
い
が
あ
る
。使
用
す
る
と
き
は
皿
に
焼
き
付
け
て
か
ら
溶
き
下
ろ
す
。

│
13 
（
右
） 

普
賢
菩
薩

 

（
中
） 
弥
勒
菩
薩

 

（
左
） 
弥
伽
長
者

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

四
四・五 ×

 

ヨ
コ 

三
九 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、漬
け
染
）、紫
根
刷
毛
染

弥
伽
長
者
は
純
金
泥
特
製﹇
堀
金
﹈、弥
勒
菩
薩
は
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈、普
賢
菩
薩
は
白
金
泥﹇
堀
金
﹈

│
14 

（
右
） 

普
賢
菩
薩
善
知
識

 

（
左
） 

文
殊
師
利
童
子
善
知
識

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

四
四・五 ×

 

ヨ
コ 

三
九 
㎝ 

（
右
）紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、刷
毛
染
）

金
泥（
紫
磨
純
金
泥
）﹇
堀
金
﹈

（
左
）美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、紫
根
、蘇
芳
、刷
毛
染　
金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈

【
蘇
芳（
す
お
う
）】　
赤
紫
色
系
染
料
。マ
メ
科
の
小
高
木
で
、木
芯
部
分
か
ら
染
料
成
分
と
な
る

ブ
ラ
ジ
レ
イ
ン
を
採
り
、媒
染
に
灰
汁
や
ミ
ョ
ウ
バ
ン
な
ど
を
用
い
る
。絹
や
麻
布
、和
紙
、木
製
品

な
ど
の
染
色
に
使
用
さ
れ
る
。染
液
に
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
加
え
る
と
赤
く
発
色
す
る
。│

15 

（
左
か
ら
） 

善
財
童
子
上
根
人
　
普
賢
菩
薩
　
文
殊
菩
薩
　
弥
勒
菩

薩
　
摩
耶
仏
母
　
観
自
在
菩
薩
　
自
在
主
童
子
　
毘
盧

舎
那
大
自
在
天
王

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

五
〇・五 ×

 

ヨ
コ 

六
七 

㎝ 

美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈

毘
盧
舎
那
大
自
在
天
王
は
紫
磨
純
金
泥﹇
堀
金
﹈、善
財
童
子
、文
殊
菩
薩
、白
金
泥
特
製﹇
堀

金
﹈、他
は
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈

三
階
展
示
室│

16   （
右
） 

摩
耶
仏
母

 

（
左
） 

観
自
在
菩
薩

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

五
九 ×

 

ヨ
コ 

三
四・八 

㎝ 

美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、紫
根
、刷
毛
染　
（
紺
紙
の
み
漬
け
染
）

観
自
在
菩
薩
は
紫
磨
純
金﹇
堀
金
﹈、摩
耶
仏
母
は
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈│

17 

梵
網
經
菩
薩
戒
經
法
合
部（
高
麗
時
代
・
十
四
世
紀
末
）　
模
写

二
〇
一一
年　
／　

タ
テ 

一
七・三 ×

 

ヨ
コ 

三
九・四 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙
、藍
華﹇
紺
九
﹈、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

18 

妙
法
蓮
華
経
巻
第
七（
高
麗
時
代
・
一
三
八
五
年
）　
模
写

二
〇
一一
年　
／　

タ
テ 

一
二・九 ×

 

ヨ
コ 

三
六・四 

㎝

韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈

16

17

18

19

20

21

22

【
鉛
白（
え
ん
ぱ
く
）】　
鉛
か
ら
生
成
さ
れ
る
白
色
顔
料
。│

05 

美
黄
寺 

掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・
一
七
二
七
年
）　
龍
王
　
部
分
模
写

二
〇
一
九
年　
／　 

三
一・五 ×

 

二
三・五 
㎝

韓
国
の
手
織
絹

黄
金
箔
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈

藍﹇
紺
九
﹈、天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
、な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、臙
脂
綿
、鉛
白
、な
ど│

06 

修
道
寺 

盧
遮
那
仏
掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・
一
七
〇
四
年
）　

模
写

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

六
〇 ×

 

ヨ
コ 

四
八 

㎝

韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈、白
金
泥
特
製﹇
堀
金
﹈

天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
、辰
砂
な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、膠
、胡
粉
、代
赭
、黄
土
、臙
脂
綿
、鉛
白
、

な
ど│

07 

美
黄
寺 

掛
仏
幀（
朝
鮮
時
代
・
一
七
二
七
年
）　
龍
女
　
部
分
模
写

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

三
二・三 ×

 

ヨ
コ 

二
三・五 

㎝

韓
国
の
手
織
絹

黄
金
箔
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈

藍﹇
紺
九
﹈、天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
、な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、臙
脂
綿
、鉛
白
な
ど│

 

釈
迦
三
尊
図（
朝
鮮
時
代
・
一
七
二
四
年
・
松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
蔵（
韓
国
））

08 

文
殊
菩
薩
部
分
　
復
元
模
写

09 

釈
迦
如
来
部
分
　
復
元
模
写

10 

普
賢
菩
薩
部
分
　
復
元
模
写

い
ず
れ
も 

二
〇
一一
年　
／　

タ
テ 

一
四
四・五 ×

 

ヨ
コ 

四
二 

㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈

天
然
岩
絵
具
、緑
青
、白
緑
、白
群
、胡
粉
、膠
、墨
、藍
、臙
脂
綿
な
ど│

11 

大
方
広
仏
華
厳
経 

貞
元
本
巻
三
十
四
変
相
図（
高
麗
時
代
一
三
三
七
年
）

復
元
模
写

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

三
三・四 ×

 

ヨ
コ 

七
〇 

㎝ 

紺
紙（
美
濃
紙
、藍﹇
紺
九
﹈、漬
け
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈、白
金
泥
特
製﹇
堀
金
﹈

経
典
の
見
返
し
や
本
文
に
描
か
れ
、そ
の
内
容
を
絵
解
き
す
る
絵
画
で
あ
る｢

経
絵｣

の
う
ち
、特
に
経
巻
の
巻
頭
に
描
か
れ
た
も
の
を｢

見
返
絵（
み
か
え
し
え
）｣

と
言
う
。

釈
迦
の
死
後
そ
の
弟
子
が
仏
法
を
広
く
伝
播
す
る
た
め
に
釈
迦
の
教
え
を
書
き
写
し

た
写
経
は
イ
ン
ド
で
最
初
に
つ
く
ら
れ
、以
後
、仏
教
が
広
ま
っ
た
あ
ら
ゆ
る
地
域
で

行
な
わ
れ
、中
国
を
経
て
韓
国
、日
本
に
も
伝
え
ら
れ
た
。仏
教
の
教
え
を
広
め
て
い

く
上
で
、写
経
の
持
つ
意
義
は
大
き
か
っ
た
が
、写
経
を
行
う
こ
と
自
体
が
、あ
た
か
も

伽
藍
や
仏
像
を
飾
る
よ
う
に
、荘
厳
供
養
す
る
信
仰
の
活
動
で
あ
る
と
さ
れ
る
側
面

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、墨
書
よ
り
荘
厳
さ
が
増
す
金
泥
や
銀
泥
で
筆
写
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。さ
ら
に
、そ
の
金
色
と
銀
色
を
よ
り
引
き
立
て
て
見
せ
る
た

め
に
、そ
の
基
底
材
に
白
紙
よ
り
高
価
な
紺
紙（
お
も
に
藍
）、紫
紙（
お
も
に
紫
根
な

ど
）、褐
紙（
お
も
に
ド
ン
グ
リ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
）と
い
っ
た
の
染
色
紙
が
使
用
さ
れ
豪

華
版
の
装
飾
経
が
統
一
新
羅
と
高
麗
時
代
を
通
じ
て
流
行
し
た
。本
作
は
藍
の
貯
め

ら
れ
た
甕
の
表
面
に
で
き
る
泡（
藍
華
）を
集
め
た
も
の
で
染
め
ら
れ
た
美
濃
紙
に
金

泥
に
よ
り
描
か
れ
て
い
る
。│

12 

妙
法
蓮
華
経
巻
第
十
一（
高
麗
時
代
・
一
三
四
〇
年
）　
模
写

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

二
一・九 ×

 

ヨ
コ 

五
八・八 

㎝ 

紺
紙（
美
濃
紙
、藍﹇
紺
九
﹈、藍
絵
具
、漬
け
染
）

金
泥（
紫
磨
純
金
泥
、純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
、白
金
泥
特
製
）﹇
堀
金
﹈

│
19 

祈
り二

〇
一
七
年　
／　

タ
テ 

三
〇 ×

 

ヨ
コ 

一
〇 

㎝

紫
紙（
美
濃
紙
、紫
根
、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

20 

祈
り二

〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

三
四 ×

 

ヨ
コ 

一
二 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、漬
け
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

21 

毘
盧
舎
那
大
自
在
天
王

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

三
四 ×

 

ヨ
コ 

一
〇 

㎝

紫
紙（
美
濃
紙
、紫
根
、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

22 

供
養二

〇
一
七
年　
／　

タ
テ 

一
六・五 ×

 

ヨ
コ 

一
二 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、漬
け
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈

　
四
階
展
示
室│

23
　
海
老
図
　
模
写

二
〇
〇
〇
年　
／　

タ
テ 

二
六 ×

 

ヨ
コ 

二
九 

㎝

美
濃
紙

天
然
岩
絵
具（
白
緑
）﹇
放
光
堂
﹈、胡
粉
、代
赭
、膠
、墨
、な
ど│

24 

禽
浴
図（
宋
元
時
代
）　
模
写

二
〇
〇
〇
年　
／　

タ
テ 

二
三・三 ×

 

ヨ
コ 

二
四 

㎝

美
濃
紙

代
赭
、黄
土
、胡
粉
、墨
、膠
な
ど

こ
の
海
老
図
と
禽
浴
図
は
、留
学
し
た
２
０
０
０
年
の
研
究
生
の
時
の
課
題
。初
め

て
取
り
組
ん
だ
模
写
。│

25 

新
羅
白
紙
墨
書
大
方
広
仏
華
厳
経 

変
相
図（
統
一
新
羅
・
七
五
五
〜
七
五

六
年
・
湖
巌
美
術
館
所
蔵（
韓
国
））

二
〇
〇
六
年　
／　
（
右
）タ
テ 

二
二・七 ×

 

ヨ
コ 

一
〇・九 

㎝　
（
左
）タ
テ 

二
四 ×

 

ヨ
コ 

九・三 

㎝（
描
写
部
分
）

韓
紙﹇
張
紙
房
﹈、化
学
染
め

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈

│
26 

紺
紙
銀
泥
不
空
羂
索
神
変
真
言
経
巻
十
三 

変
相
図（
高
麗
時
代
・
一
二

二
五
年
・
湖
巌
美
術
館
所
蔵（
韓
国
））

二
〇
〇
五
年　
／　

タ
テ 

一
八・七 ×

 

ヨ
コ 

五
一 

㎝ 

紺
紙（
楮
を
藍
で
染
め
て
紙
漉
き
）﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈、銀
泥﹇
東
洋
金
箔
﹈│

27 

紺
紙
銀
泥
大
方
広
仏
華
厳
経
周
本
巻
三
十
七 

変
相
図（
高
麗
時
代
・

一
四
世
紀
・
湖
林
美
術
館
所
蔵（
韓
国
））　
模
写

二
〇
〇
五
年　
／　

タ
テ 

一
七・五 ×

 

ヨ
コ 

四
〇 

㎝

紺
紙（
楮
を
藍
で
染
め
て
紙
漉
き
）﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈│

28 

白
紙
墨
書
妙
法
蓮
華
経
巻
三 

変
相
図（
朝
鮮
時
代
・
一
七
四
一
年
）   

模
写

二
〇
〇
六
年　
／　

タ
テ 

四
一・一 ×

 

ヨ
コ 

六
五・三 

㎝

縦
手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈＊
藍
紙
は
藍﹇
紺
九
﹈で
染
め
た﹇
池
加
津
夫
氏
﹈に
よ
る
手
漉
き
紙
を

漉
き
返
し
。砂
子
は
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ﹇
堀
金
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）

【
楮（
こ
う
ぞ
）】　
ク
ワ
科
の
植
物
で
、古
来
か
ら
和
紙
の
原
料
と
さ
れ
て
き
た
。本
作
で
使
用
さ

れ
て
い
る
紙
は
原
料
の
楮
を
藍
で
染
め
た
あ
と
、漉
い
て
制
作
さ
れ
て
お
り
、古
来
の
紙
の
修
復

を
数
多
く
手
が
け
る
池
加
津
夫
氏（
高
知
在
住
）に
よ
る
。

【
砂
子（
す
な
ご
）】　
砂
子
筒（
す
な
ご
づ
つ・
竹
筒
の
片
側
に
金
網
を
張
っ
た
も
の
）を
通
し
て
細

か
く
し
た
箔
の
こ
と
。ま
た
は
そ
れ
を
画
面
に
蒔
く
表
現
技
法
、お
よ
び
表
現
し
た
も
の
。礬
水

（
ど
う
さ・膠
と
水
と
ミ
ョ
ウ
バ
ン
を
ま
ぜ
た
液
）を
引
い
た
画
面
に
蒔
き
、定
着
さ
せ
て
い
る
。

│
29 

僧（
ニ
ュ
デ
ー
リ
ー
博
物
館
所
蔵
・
ト
ル
パ
ァ
ン
・
ト
ユ
タ
壁
画
八
世
紀
）　
模
写

二
〇
〇
三
年　
／　

タ
テ 

三
二 ×

 

ヨ
コ 

二
三 

㎝ 

美
濃
紙

代
赭
、黄
土
、胡
粉
、墨
、膠
、な
ど

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
あ
る
古
来
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
沿
う
東
西
交
通
の
要
地・ト
ル

パ
ァ
ン
に
あ
る
障
壁
画
の
模
写
。胡
粉
を
使
っ
て
下
色
を
つ
く
っ
て
い
る
。│

30 

平
治
物
語
絵
巻 

六
波
羅
行
幸
巻（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）　

部
分
模
写

二
〇
〇
一
年　
／　

タ
テ 

四
一 ×

 

ヨ
コ 

一
六
六 

㎝

美
濃
紙

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈

天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
）﹇
放
光
堂
﹈、代
赭
、黄
土
、胡
粉
、墨
、膠
、鎌
倉
朱
、丹
、な
ど

研
究
生
で
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
。『
平
治
物
語
』は
、保
元
の
乱（
一
一
五

六
年
）に
戦
功
の
あ
っ
た
源
義
朝
と
平
清
盛
と
の
勢
力
争
い
に
、藤
原
信
頼
と
藤
原

通
憲（
信
西
）と
の
抗
争
が
か
ら
ん
だ
平
治
の
乱（
一
一
五
九
年
）を
叙
述
す
る
。「
六
波

羅
行
幸
巻
」は
、内
裏
に
幽
閉
さ
れ
た
二
条
天
皇
が
脱
出
を
図
り
、清
盛
の
六
波
羅

邸
に
逃
れ
る
場
面
。天
皇
と
中
宮
が
乗
る
牛
車
の
簾
を
は
ね
上
げ
て
中
を
あ
ら
た

め
る
武
士
た
ち（
第
１
段
）、美
福
門
院
の
御
幸（
第
２
段
）、馳
せ
参
じ
る
公
家
衆（
第

３
段
）、事
態
を
知
っ
て
狼
狽
す
る
信
頼（
第
４
段
）を
描
く
。人
物
の
集
団
の
大
小
・

疎
密
、そ
の
配
置
の
仕
方
な
ど
動
き
の
あ
る
群
像
表
現
、き
び
き
び
し
た
描
線
と
美

し
い
色
彩
に
よ
っ
て
、動
乱
の
緊
迫
し
た
状
況
を
み
ご
と
に
描
き
綴
っ
て
い
る
。

│
31 

大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
九（
高
麗
時
代
・
一
三
四
一
〜
六
七
年
）　
模
写

二
〇
一
三
年　
／　

タ
テ 
二
〇 ×

 
ヨ
コ 

四
二・五 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙
、藍
絵
具﹇
紺
九
﹈、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈

背
景
の
薄
い
蒼
は
、薄
め
た
藍
を
張
紙
房（
韓
紙
）に
刷
毛
で
三
度
ほ
ど
塗
っ
た
も
の

で
、絵
が
描
か
れ
て
い
る
紙
は
同
じ
藍
を
美
濃
紙
に
何
十
回
も
塗
り
重
ね
た
も
の
。

│
32 

妙
法
蓮
華
経
巻
第
二（
高
麗
時
代
・
一
四
世
紀
末
）　
模
写

二
〇
一
三
年　
／　

タ
テ 

二
〇・三 ×

 

ヨ
コ 

三
九・五 

㎝

紺
紙（
美
濃
紙
、青
花﹇
紺
九
﹈、藍
絵
具﹇
紺
九
﹈、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）│

33 

妙
法
連
華
経
第
一（
高
麗
時
代
・
一
四
世
紀
末
）　
模
写

二
〇
一
七
年　
／　

タ
テ 

三
四 ×

 

ヨ
コ 

六
一 

㎝

褐
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、ク
ヌ
ギ・ド
ン
グ
リ
、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

34 

大
方
広
仏
華
厳
経
巻
第
五
十
九（
高
麗
時
代
・
一
三
四
一
〜
六
七
年
）　

部
分
模
写

二
〇
一
三
年　
／　

タ
テ 

一
五・五 ×

 

ヨ
コ 

一
二 

㎝

紫
紙（
美
濃
紙
、紫
根
、刷
毛
染
）、金
箔﹇
堀
金
﹈、プ
ラ
チ
ナ﹇
堀
金
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈│

35 

文
殊
菩
薩

二
〇
一
八
年　
／　

タ
テ 

二
五・七 ×

 

ヨ
コ 

一
八・三 

㎝

紫
紙（﹇
池
加
津
夫
氏
﹈に
よ
る
手
漉
き
紙
、蘇
芳
、刷
毛
染
）

沙
子﹇
堀
金
﹈│

36 

善
財
童
子
上
根
人

二
〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

三
四 ×

 

ヨ
コ 

一
二 

㎝ 

紫
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、蘇
芳
、刷
毛
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

37 

供
養
祈
り

二
〇
一
七
年　
／　

タ
テ 

二
二・七 ×

 

ヨ
コ 

一
五・八 

㎝ 

紺
紙（
美
濃
紙﹇
幸
草
紙
工
房
﹈、藍﹇
紺
九
﹈、漬
け
染
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈│

38 

祈
り二

〇
一
七
年　
／　

タ
テ 

二
二・七 ×

 

ヨ
コ 

一
五・八 

㎝

紺
紙（
藍﹇
紺
九
﹈で
染
め
た﹇
池
加
津
夫
氏
﹈に
よ
る
手
漉
き
紙
を
漉
き
返
し
）

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
東
洋
金
箔
﹈│

39 

牡
丹二

〇
一
六
年　
／　

タ
テ 

一
八・三 ×

 

ヨ
コ 

二
五・八 

㎝

韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

金
泥（
純
金
泥
黄
金
24
Ｋ
）﹇
堀
金
﹈

天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
）﹇
放
光
堂
﹈、臙
脂
綿│

40 

牡
丹二

〇
一
八
年　
／　

タ
テ 

三
六 ×

 

ヨ
コ 

五
一・三 

㎝

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

天
然
岩
絵
具（
白
緑
、緑
青
）﹇
放
光
堂
﹈、藍
絵
具﹇
紺
九
﹈、臙
脂
綿
、膠
、胡
粉
、墨
、な
ど

│
41 

芙
蓉二

〇
一
九
年　
／　

タ
テ 

二
四・五 ×

 

ヨ
コ 

二
五・五 

㎝

韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

天
然
岩
絵
具（
緑
青
、群
青
）﹇
放
光
堂
﹈、藍
絵
具﹇
紺
九
﹈、臙
脂
綿
、胡
粉
、墨
、な
ど│

42 

杏
の
花

二
〇
一
九
年 　
／　

タ
テ 

二
〇・八 ×

 

ヨ
コ 

二
〇 

㎝ 

手
漉
き
韓
紙﹇
張
紙
房
﹈

天
然
岩
絵
具（
白
群
、辰
砂
、な
ど
）﹇
放
光
堂
﹈、膠
、胡
粉
、代
赭
、黄
土
、砂
子
な
ど

展
覧
会
に
つ
い
て

二
〇
〇
〇
年
か
ら
今
日
ま
で
�
生
ま
れ
育
�
た
国
の
文
化
財
で
あ
る
韓
国

高
麗
時
代
か
ら
朝
鮮
時
代
に
至
る
仏
教
絵
画
の
材
料
や
技
法
に
興
味
関
心

を
持
ち
�
そ
の
技
を
読
み
解
く
模
写
に
こ
だ
わ
り
制
作
を
続
け
て
い
ま
す
�

留
学
で
来
日
し
た
当
初
�
隣
国
で
あ
り
な
が
ら
韓
国
の
文
化
と
日
本
の
文

化
の
違
い
に
翻
弄
さ
れ
�
故
郷
の
生
活
を
懐
か
し
む
毎
日
で
し
た
�

し
か
し
�
生
活
に
慣
れ
る
に
し
た
が
い
�
太
古
か
ら
の
韓
国
と
日
本
の
結
び

つ
き
に
つ
い
て
�
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
�
日
本
の
文
化
と

縁
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
�
て
�
祖
国
の
文
化
を
よ
り
深
く
見
つ
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
�

今
�
日
本
で
学
ん
だ
修
復
の
技
能
と
文
化
財
に
対
す
る
思
い
を
�
韓
国
の
若

者
達
に
伝
え
る
と
と
も
に
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
�

今
回
の
展
覧
会
で
は
�
私
が
こ
れ
ま
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
結
ん
で
き
た

韓
国
と
日
本
の
文
化
の
足
跡
と
し
て
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
�

朴　

善
化　
　

略
歴

朴 

善
化 PARK  SU

N
H
W
A

| 

略
歴
・
研
究
業
績 | 

二
〇
〇
〇 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

研
究
留
学
生（
日
本
画
・
模
写
）入
学

二
〇
〇
二 

同
大
学 

研
究
留
学
生（
日
本
画
・
模
写
）修
了

二
〇
〇
三 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

美
術
研
究
科
修
士
課
程
保
存
修
復
専
攻 

入
学

二
〇
〇
五 

同
大
学 

美
術
研
究
科
修
士
課
程
保
存
修
復
専
攻 

修
了

二
〇
〇
五 

京
都
市
立
芸
術
大
学 

美
術
研
究
科
博
士（
後
期
）課
程
美
術
専
攻（
保
存
修
復
）領
域 

入
学

二
〇
〇
九 

同
大
学 

美
術
研
究
科
博
士（
後
期
）課
程
美
術
専
攻（
保
存
修
復
）領
域 

修
了 

博
士
号
取
得

| 

展
覧
会 | 

二
〇
一
九 

個
展「
廻
・
め
ぐ
る
　
朴
善
化
」（
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

─ 

京
都
）　

二
〇
一
八 

個
展「
想
い
　
朴
善
化
」（G

allery PARC 

─ 

京
都
）

二
〇
一
七 

ART FAIR SAPPO
RO
 （CRO

SS H
O
TEL SAPPO

RO
 

─ 

札
幌
）

　  -

　 

時
・
시
간   

朴
善
化 

展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ラ
ー
ジ
ュ 

─ 

京
都
）

二
〇
一
六 

同
時
代･

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
─
開
廊
二
〇
周
年
記
念 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

）

　  -

　 

風･

바
람 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

二
〇
一
五 

紡
ぐ （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

　  -

　 

神
戸
ア
ー
ト
マ
ル
シ
ェ･2016 （
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル 

─ 

神
戸
）

　  -

　 
ART BU

SAN
･2016 （ART BU

SAN
 

─ 

韓
国
）

二
〇
一
四 

個
展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ラ
ー
ジ
ュ
）　

二
〇
一
三 

ARTSH
O
W

釜
山･2014

年 （ARTSH
O
W

釜
山 

─ 

韓
国
）

　  -

　 

継
・
전
승 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

二
〇
一
二 

藍
の
会 

展 （
津
田
画
廊 

─ 

京
都
）

二
〇
一
一 

記
憶
　
朴 

善
化 

展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）　

二
〇
〇
九 

企
画
展 〔
も
の
〕〔
こ
と
〕〔
わ
ざ
〕の
眞 / 

또
다
른 

眞 

模
写
作
品
展 （
同
時
代
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

　  -

　 

招
待
展 

또
다
른 / 

眞 

模
写
作
品
展 （
韓
国
ソ
ウ
ル
佛
教
中
央
博
物
館 

─ 

韓
国
）

　  -

　 

招
待
展 

또
다
른 / 

眞 

模
写
作
品
展 （
韓
国
通
度
寺
博
物
館 

─ 

韓
国
）

二
〇
〇
二 

ア
ル
ン
展 （
京
都
市
立
美
術
館 

─ 

京
都
）

| 

受
賞
歴 | 

二
〇
〇
五 

京
都
市
立
芸
術
大
学
制
作
展（
同
窓
会
賞
）

　  

　 

　『
楊
柳
観
音
図
』「
水
月
観
音
図
」（
大
和
文
華
館
所
蔵
）模
写

二
〇
〇
四 

京
都
市
立
芸
術
大
学
制
作
展（
奨
励
賞
）

　  

　 

　『
五
色
鸚
鵡
図
巻
』（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
）模
写

| 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン | 

二
〇
一
九 

堀
金
箔
粉
株
式
会
社
／
大
方
広
仏
華
厳
経
第
四
〇 

復
元
模
写

二
〇
一
八 

株
式
会
社
グ
ラ
ン
マ
ー
ブ
ル
　『
大
方
廣
佛
華
厳
経
　
世
主
妙
厳
品
　
五
三
善
知
識 

』 ・ 『
世

主
妙
厳
品 

変
相
図
　
模
写 

』 ・ 『
妙
法
連
華
経
巻
第
一
　
部
分
模
写 

』 

　  -

　 

京
都
王
藝
際
美
術
館
／
文
殊
菩
薩･

普
賢
菩
薩

二
〇
一
七 

順
天
市 

松
廣
寺
聖
寶
博
物
館
　『
松
廣
寺 

十
六
祖
師
眞
影
』模
写

二
〇
一
三 

向
日
市 

向
日
神
社
　『
雲
龍
図
』

二
〇
〇
九 

韓
国
ソ
ウ
ル 

佛
教
中
央
博
物
館 『
紺
紙
銀
泥
不
空
羂
索
神
変
真
言
経 

巻
十
三
変
相
図
』模
写

二
〇
〇
八 

韓
国 

廣
徳
寺
　『
白
紙
墨
書
妙
法
蓮
華
経
　
巻
三
変
相
図
』模
写

二
〇
〇
五 

株
式
会
社
・
京
都
銀
行
　『
紺
紙
銀
泥
大
方
広
仏
華
厳
経
貞
元
本
巻
三
十
四
変
相
図
』模
写
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